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有珠山および洞爺カルデラ地域のGPS観測 (2006年集中観測)

GPS observations on and around Mt. Usu and Toya caldera (project-2006)-
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2006年有珠山集中総合観測の一環として、有珠山及び洞爺カルデラ域における 2000年有珠山噴火後の地殻変動を明ら
かにする目的で、2006年 11月に、有珠山及び洞爺カルデラ周辺で GPS観測を実施した。観測は、有珠火山観測所の定
常観測点 6点を加えて 23点である。11月 7日 18時～9日 6時までをコアタイムにして、23点同時観測を実施した。参
加したのは、北海道大学（3名、12点）、東京大学（2名、4点）、京都大学 (1名、4点)、九州大学 (1名、3点)である。
　観測点の多くは、2000年有珠山噴火直後に初回の観測を行っている。従って、今回の観測により、2000年有珠山噴

火活動後の変動を明らかにすることができる。観測期間中の天候は 11月 8日を除いて、雨であった。特に、11月 9日の
撤収時には、雨量が多かったが、コアタイムの雨量はそれほどでもなかった。
　観測は定常観測点では 1秒サンプリング、その他の大部分では 2秒サンプリングで行い、メモリーの都合で、東大

担当の 4点のみ 6秒サンプリングとした。コアタイム前半のデータ取得に失敗した 1点のみ、観測を 1日延長し、定常
観測点を介してつなぐこととした。
結果としては、有珠山の収縮沈降傾向が確認された。外輪山上の点では、違いじゃ大きくないが、西側の方が沈降量

が多かった。


